
【様式１－１】

新座市　橋梁長寿命化修繕計画

平成30年3月

新座市　都市整備部　道路課



１．長寿命化修繕計画の目的

１）背景

２）目的

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁

長寿命化修繕計画の対象：

＜桁下状況＞

・ 関越自動車道

・ 西武鉄道

・ 黒目川

・ 柳瀬川

　このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的な

維持管理を進めていく取組みが不可欠となる。

　新座市では、コスト縮減のため、平成24年度に橋梁長寿命化修繕計画を策定し、従来の事

後保全型の管理から、損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う予防保全型の維持管理へ転

換を図り、実施を行ってきた。平成24年度に行った修繕計画策定から5年が経過し、その期間

で橋梁点検及び修繕工事を実施した結果を踏まえ、PDCAサイクルにより、さらに現実的で計

画的な橋梁の長寿命化修繕計画の精度を上げた見直しを行い、将来的な財政負担の縮減及び

道路交通の安全性の確保を図る計画を策定する。

うち平成29年度計画策定橋梁数

うちこれまでの計画策定橋梁数

15

・市が管理している橋梁のうち、比較的規模が大きく、重点的な維持管理が必要な橋梁
（15.0ｍ以上）28橋を対象とする。

（82%）

平成49年度

0橋

平成29年度

（0%）

23橋

　新座市が管理する橋梁は、河川、用水、関越自動車

道、西武鉄道と多岐にわたる条件の基で架橋され、現

時点で60橋の管理を行っている。その中で長寿命化策

定の対象となる橋梁は、比較的規模大きい橋長15.0m

以上の橋梁について行うものとし、平成30年3月時点

で28橋ある。特に関越自動車道に架かる橋が15橋

（54%）を占めている特徴がある。

　このうち建設後50年を経過する橋梁は、現時点で0%

であるが、20年後の平成49年には、82%に増加する傾

向となっている。

　これらの高齢化を迎える橋梁に対して、平成24年度

まで行っていた事後保全型の維持管理を継続した場

合、橋梁の修繕及び架け替えに要する費用が大幅に増

加することが懸念される。
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的な方針

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

パトロール車による走行面の変状について点検を行う．

４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期

様式１－２による

　新座市が管理する橋梁の中で、架設後30年以上経過した橋梁は全体の約82%を占めてい

るため、近い将来一斉に架替時期を迎えることが予想される。したがって、計画的かつ予

5年に1度行われる橋梁定期点検や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき、橋梁の
損傷を早期に発見するとともに健全度を把握する。
また、その結果を長寿命化修繕計画に反映させる。

繕及び架替えに要するコストを縮減する。

防的な修繕対策の実施へと転換を図り、橋梁の寿命を100 年間とすることを目標とし、修
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６．長寿命化修繕計画による効果

　また，損傷に起因する通行制限等が減少し，道路の安全性・信頼性が確保される．

　長寿命化修繕計画を策定する28橋について，今後50年間の事業費を比較すると，従来の

事後保全型が69億円に対し，長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が17億円となり，

コスト縮減効果は52億円となる．
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【様式１－２】

５．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

池田上橋 市道 市道第56-43号 36.4 1971 47 H28

前原橋歩道橋 市道 市道第56-05号 41 2002 16 H28

新屋敷橋 市道 市道第42-01号 48.7 1970 48 H29

中原橋 市道 市道第41-02号 36.29 1970 48 H28

向橋 市道 市道第41-03号 62.4 1970 48 H29

高橋 市道 市道第41-01号 35.8 1970 48 H29

中郷橋 市道 市道第12-06号 38.52 1970 48 H29

高橋歩道橋 市道 市道第41-01号 40.5 1995 23 H29

菅沢歩道橋 市道 市道第13-42号 36.24 1970 48 H29

栗原橋 市道 市道第63-06号 40.6 1984 34 H27

前通り橋 市道 市道第63-69号 31.83 1991 27 H28

新堀歩道橋 - 51.6 1974 44 H29

隅屋敷橋 市道 市道第41-05号 36.08 1971 47 H29

山川橋 市道 市道第55-06号 31.7 1972 46 H27

千代田橋 市道 市道第42-01号 31.7 1972 46 H27

前原橋 市道 市道第56-05号 38.4 1971 47 H28

中原橋歩道橋 - 36.29 1970 48 H28

旧市場坂橋 市道 市道第55-05号 45.6 1970 48 H29

宮上橋 市道 市道第51-59号 37.1 1971 47 H28

市場坂橋 市道 市道第55-05号 62 1993 25 H27

貝沼橋 市道 市道第63-69号 32.2 1982 36 H29

馬喰橋 市道 市道第42-05号 37.75 1978 40 H29

堀乃内橋 市道 市道第41-03号 41 1978 40 H29

樋之橋 市道 市道第51-37号 37.3 1978 40 H27

隅屋敷水路橋 - 36.06 1970 48 H29

野火止水路橋 - 32.76 1970 48 H29

柳瀬川ふれあい橋 - 120.4 1993 25 H28

石神橋 市道 市道第63-29号 32.74 1987 31 H27

54,993 79,993 19,047 22,021 24,062 38,556 37,808 38,397 37,057 38,337

最新
点検
年次

対策の内容・時期

合　計　　(千円)

橋梁名
道路
種別

路線名
橋長
(m)

架設
年度

供用
年数

主部材:剥落防止 等 舗装:打換 等 

主部材:塗装塗替え 等 

主部材:剥落防止 等 高欄:取替(左側) 等 

舗装:舗装打換え 等 

高欄:取替(左側) 等 

主部材:3種ｹﾚﾝ＆塗装＆吊り足場・規制 等 

主部材:ひびわれ注入・規制 等 

舗装:打換 等 

舗装:打換 等 

舗装:打換 

主部材:3種ｹﾚﾝ＆塗装＆吊り足場 

主部材:1種ｹﾚﾝ 等 

主部材:ひびわれ注入・規制 等 

舗装:打換 

舗装:打換 

舗装:打換 等 

舗装:打換 等 

高欄:取替(左側) 等 

伸縮装置:取替(始端側) 等 

舗装:打換 等 
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